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ナマケモノのおうちへようこそ
クリとダイクのおうちには、いろいろな物が設置されています。どんなものがあるのか探して、下の絵に

描き込んでみましょう！そして、なぜ飼育員がそれを設謳しているのかも考えてみてくださいね。

体重計

食べ物を吊るすことで前足を 月に 一 回体重測定を行
使って食べてもらうことがで ている。枝にぶら下が
きる。食べ物が揺れて少し食 てもらうことで体重測
べにくくなるため、採食時間
が長くなる。

゜カラーマット、
•• 1ゆらゆら丸太、

ポケット、
穴あきマット

穴に 食べ物を 刺す。いろ
いろな入れ物を用意する
ことで、探す時問が増え
る。

人工芝《冬季限定》

〇二岱悶
‘

え、
コ
る迄；

が下がってしまう。その
ため、床からの冷えを防
ぐために敷いている。

見えないけれど、 快適に過ごせる工夫 a:
エアコン（冷暖房）、加湿器、 コルツヒータ ー、はお客様から
見えない位置にあります。
ナマケモノの屋内は、生息環境の温湿度に近づけるために、
気温25度以上、湿度60％以上になるように調整しています。 ナマケモノにプレゼ

ントを頂きました

ナマケモノのダイクに自由

に外出してもらいたい！

クリとダイクが

心身共に健康に過ごせる

ような環境づくりを心が

け、野生本来の行動を引

き出すためのものや、退

屈な時間を減らすことを

目的とした取り組みを

動
画
で
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
ー・

ローブ、繍み木
移動ル ートの増加を
目的としている

00 
ハンモック、ほらあな

休息場所、床面の選択肢の増加を目的として
いる。ハンモックは消防ホースで作っていて
生地はざらざら。ほらあなは起毛生地でふわ
ふわの素材。

自然に生えている植物は、食べたり、匂いをかいだ
りすることができ、刺激になる。季節によって植生
が変化し、ダイクとクリの食べる植物もその都度変
わる。春は桜の葉、夏と秋には、ダイクはカクレミ
ノの葉、クリはトウネズミモチの葉を好む。

ナマケモノと同様、南
米に極む生き物。リス
ザルの鳴き声や匂いが
刺激になる。
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まだまだあるよ、 ナマケモノ
このペー ジでは、 あまり知られていないナマケモノの生態や体の特徴について紹介します。 このペー ジを

読んで、 当園のダイクとクリを観察したり、本で調べたり、 ネットで動画を見たりしてみましょう！

ナマケモノについてもっと知って、 ナマケモノ博士になろう！

警ナマケモノの胃は
どうなっている？

ヽ

．＇怠
ナマケモノの毛の中には、 蛾と藻が生患してい

ます。 ナマケモノがうんちをするために地面に

降りると、 蛾はナマケモノのうんちに卵を産

みつけます。 ナマケモノの毛の中で死んだ

蛾は、 藻のエネルギーになります。

毛の中にたくさんの蛾がいれぱ、 多く

の藻が生えてナマケモノの体が緑

色になるので、 森の中でのカ

腸

私たち人間の胃には1つの部屋しかありま

せんが、 ナマケモノは、 4 つの部屋がある

大きな胃を持っています。

ナマケモノは、 主に植物の葉を食べて暮ら

しています。（詳しくはp.7)

4つの部屋がある大きな胃を持つことで、

時間をかけて植物の葉をしっかり消化する

竺竺ごロ----�

口観察してみよう

▽調べてみよう

ナマケモノは、
しっぽがある？

ナマケモノは、泳げる？
泳ぎが得意なナマケモノもいます。 それがミッュビナマ

ケモノです。

ミッュビナマケモノが生息している地域は雨季と乾季が

あります。 雨季になると多くの土地が冠水してしまい、

泳ぐ必要があるためです。

：：：：＿ ミロ▽

ハズパンダリ ー トレーニングに注目

動物の心身の健康管理など飼育上必要な行動

を動物たちに協力してもらいな がら行うト

レー ニングのことを、 ハズバンダリートレー

ニングと言います。 例えば、 ナマケモノでレ

ントゲンの撮影はこんな手順で行います。

まず、 クリにレントゲンの撮影場所まで移動

してきてもらいます。 そこで、 ロ ー プに後ろ

足だけでぶら下がって、 体を伸ばしてもらい

ます。この体勢の時に、正面から撮影をします。

レントゲンを撮ることで、 病気の早期発見に
つなげることができます。

こんなことに役に立ちます「体重測定」

ナマケモノに
歯はある？

ナマケモノは歯がないと思われ

がちですが、 実は、 ナマケモノ

には鋭くとがった歯があります。

赤ちゃんでも植物の葉を食べる

ことができるように、 生まれた
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体重測定は、 屋内で測る場合と屋外で測る場

合があります。 2022年6月の体重は、 ダイ

クが5.1kg、 クリが6.65 kgでした。

月に 1回行っており、 体重の変化に応じてご

はんの量を調整するなど、 日々の健康管理に

役立てています。
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